
ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ 

第９番 《クロイツェル》 

 本作は、ベートーヴェンのヴァイオリン・ソナタのなかでも最高傑作と言わ

れるだけでなく、古今東西のヴァイオリン・ソナタのなかでも特別の地位を占

める作品である。出版されたのは 1805 年だが、彼はこの頃、交響曲第３番《英

雄》、ピアノ・ソナタ第 21 番《ワルトシュタイン》、同 23 番《熱情》といった

傑作を次々と生み出しており、作曲家として脂の乗り切った時期だった。 

 作曲者自身、「ほとんど協奏曲のように」と書き記しているだけあって、華麗

な演奏効果、ダイナミックな曲想、典雅な美しさと雄大なスケールを備えた作

品に仕上がっている。特に第１楽章の冒頭、ヴァイオリンが決然と重音のソロ

を弾き出す部分からは、この曲に賭けるベートーヴェンの強い思いがひしひし

と伝わってくる。当初はイギリスの名ヴァイオリニスト、ジョージ・ブリッジ

タワーのために作曲され、1803 年５月 24 日ウィーンでベートーヴェン自身がピ

アノを弾いて初演されたが、なぜか当時盛名のあったヴァイオリニスト、ロド

ルフ・クロイツェルに献呈された。しかし当のクロイツェルは、この曲をつい

に一度も演奏しなかったという。 

 

第 10 番 

 この最後のヴァイオリン・ソナタを、ベートーヴェンがフランスの名ヴァイ

オリニスト、ピエール・ロード（1744-1830）のウィーン訪問に合わせて作曲し

たのは 1812 年、《クロイツェル》の作曲から９年後のことである。これは《交

響曲 第７番》（op.92）と《同 第８番》（op.93）が書かれた年だ。ベートーヴ

ェンの生徒にして友人で、パトロンでもあり、本作の初演時にピアノを受け持

ったルドルフ大公に献呈されている。 

 しばしば「田園的」と形容されるように、穏やかで満ち足りた午後の日差し

を思わせる曲だが、第４楽章の変奏曲では主題に捉われない即興の妙が、後期

の弦楽四重奏曲群にも通じる幻想的な味わいを生み出している。 

 もし《交響曲 第 10 番》が作曲されていたら、この「第 10 番」のソナタのよ

うに形式に捕われない、自由で幻想味豊かな音楽が生まれていたのではないだ

ろうか。演奏される機会は少ないが、ベートーヴェンの音楽を考えるうえで貴

重な示唆を与えてくれる曲である。 


